
 
 
 
R&A はゴルフクラブの新しい規則を発表 
 
2008 年 8 月 5 日セントアンドリュース、スコットランド：R&A はゴルフの用具規則の改定を本

日発表しました。この改定は、今後ラフからのプレーをより能力が試されるものにすることで正

確性の利益を高めることを目的としています。 
 
クラブフェースの溝に関するこの新しい規則は、R&A と USGA の間で行われた広範囲に及ぶ共同

研究プロジェクトの集大成です。最新の溝の構造は、プレーヤーがフェアウエイから得られるス

ピンとほぼ同様のスピンをラフからのショットで発生させることを可能にし、正確性の価値を減

少させる結果となっていることをこの研究は示しています。 
 
「私たちの研究は、多くの実験室での作業や世界中のすべてのレベルでのプレーヤーテストを含

む両統轄団体からの情報や意見を含んでいます。」と R&A 研究・試験ディレクターのステファ

ン・オットー博士は述べています。「とりわけゴルフクラブ製造業者の貢献は大きく、この規則

制定過程に携わる機会を喜んで受け入れてくれました。」 
 
この改定された規則はフェアウエイからのショットとラフからのショットのスピンの差を著しく

大きくすることでしょう。 
 
この新しい規則は、溝の容積と溝の縁の鋭さを制限する新しい規定によって、既存の溝について

の制限を拡大し、すべてのクラブに影響を及ぼすことになります（ドライバーとパターは除外さ

れます）。原則的に、より大きな容積の溝は、車のタイヤに施されているトレッド（溝）と同様

に、より多くの（水や芝のような）物質を排出する能力を有しています。同時に、より鋭い溝の

縁は、たとえ介在物があったとしてもクラブと球の間のよりよい接触を促進します。 
 
新しい規定の両方は、ロフト角 25 度以上のゴルフクラブ（一般に、標準的な 5 番アイアン以上の

クラブ）に適用されることになりますが、溝の容積を制限する規則だけはロフト角 25 度よりも小

さいクラブにも適用されます。 
 
この規則は 2010 年 1 月 1 日以降に製造されるすべてのクラブに適用されることになります。それ

よりも前に製造されたクラブ（現行の規定に適合しているもの）は、少なくとも 2024 年までは引

き続きゴルフ規則に適合しているとみなされることになります。 
 
この新しい規則は、2010 年 1 月 1 日からトッププロフェッショナルレベルにおいて競技の条件と

して導入され、2014 年 1 月 1 日からトップアマチュアレベルとその他のプロフェッショナル競技

で導入されることを目的としています。このスケジュールにしたがって、R&A と USGA はそうし

た競技の条件をそれぞれのチャンピオンシップで導入することになります。世界のトッププロフ

ェッショナルツアー（男子と女子の両方）とゴルフのメジャーチャンピオンシップの主催者は皆

この新しい溝の規定についての支持を表明しており、2010 年に競技の条件を施行するつもりです。 
 



「この規則変更はゲームの最も高いレベルにおいて正確性の重要性を高めるため必要であると私

たちは考えています。しかしながら、それ以外ではこの新しい規則はゆっくりと時間をかけて段

階的に導入されます。」と R&A 規則・用具ディレクターのデービッド・リックマン氏は述べてい

ます。 
 
「大多数のゴルファーは、現行の規則に適合している既存の用具をこれからも長期間使用するこ

とができますし、メーカーが現在販売しているクラブの在庫をゴルファーが購入する場合ももち

ろん同じ扱いとなります。」 
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編集者への注意： 

１．クラブフェースマーキングの新しい規則 
   

クラブフェースマーキングについての新しい規則は、2010 年 1 月 1 日から効力を有し、ドラ

イビングクラブとパター以外のクラブについて次の２つの追加の仕様を含みます： 
 
・溝の横断面の総面積を溝のピッチ（幅＋間隔）で除した値は 0.003 スクエアインチ/インチ

（0.0762 mm²/mm）に制限される。 
・溝の縁の鋭さは有効最小半径 0.010 インチ(0.254 mm)に制限する。この制限はロフト角 25
度以上のクラブにだけ適用される。 

 
２．施行 
 
 この新しい規則は以下のプロセスによって段階的に導入されます： 
 

・ 2010年1月1日から効力を有して、主要な男女のプロフェッショナルツアーだけが、新しい

規則に適合しているクラブの使用を求める競技の条件を採用することを目的としています。

この競技の条件の使用は、初期段階では非常に制約されることになります。 
 
・2014年1月1日から効力を有して、この競技の条件はより幅広い競技主催者に利用可能とな

り、「エキスパートプレーヤー」が参加するすべての競技（プロフェッショナルの下部ツア



ーとエリートアマチュア競技）を含みます。この時点になって初めて、この競技の条件は主

要なプロフェッショナルツアー以外の競技に影響を与え始めることになります。 
  

・2010年1月1日以降に製造されるすべてのクラブ（ドライバーとパターを除いて）はクラブ

フェースマーキングの新しい仕様の対象となります。2010年よりも前に製造されたクラブ

で新しい規則には適合していないが現行の規則に適合しているものは、委員会がその使用を

認めない競技の条件を導入している場合を除いて（上記参照）、引き続きゲームで使用する

ことができます。エリートレベルでない競技でプレーするゴルファーがそうした古いクラブ

の使用を止めなければならなくなるのかどうかの最終決定は将来になされますが、一定の最

低限の時間スケールは保証されています：第一に、この状況が2020年よりも前に見直され

ることはないこと、第二に、いかなる規則変更もその施行までに最低限4年の期間を有する

こと。もちろん、既存のクラブの中にはこの新しい規定に適合するものもあり、そうしたも

のは引き続き制限なく使用することができます。上記の規定は、大多数のゴルファーがその

他の「古いクラブ」（2010年より前のモデルで新しい規則には適合していないもの）を、

少なくとも2024年までは（それ以上延長されなかったとしても）引き続き使用することが

できることを裏付けています。 
 

誤解を避けるために、多くの既存のクラブはこの新しい仕様に適合しないであろうという事実

により、その他の競技（溝についての競技の条件がカバーされていないすべての競技）の委員

会は、2010 年 1 月 1 日より前に製造された該当するクラブについて、こうした新しい仕様を

排除する権限が与えられており、またそうすることが奨励されるでしょう。 
  
３．R&A は世界的なゴルフ規則とゴルフ発展の統轄機関であり、ジ・オープンの主催者です。

R&A は世界の 110 を超える国にある 125 以上のアマチュア及びプロフェッショナル団体の賛

同を得て、ヨーロッパ、アフリカ、アジア太平洋地域、そして北米及び中南米（アメリカ合

衆国とメキシコを除く）のおよそ 2,800 万人のゴルファーのために活動しています。全米ゴ

ルフ協会（USGA）はアメリカ合衆国及びメキシコにおけるゴルフの統轄団体です。 


